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ディフェンスなくして勝利なし

90年代以降、経済社会の変化は、それまで

と本質的に違うレベルのスピードに変わっ

た。一夜にして伝統ある名門証券会社が消滅

したし、米国のエンロン社もまた一夜にして

消えた。近時、こうした例は枚挙にいとまが

ない。これらの企業には、ひとつの共通点が

見られる。それは、リスクマネジメントに対

する認識が不足していたことである。

一般に、リスクマネジメントというと、後

ろ向きなイメージが抱かれがちである。しか

し、ディフェンスのないサッカーではフォワ

ードは機能しないがごとく、企業が攻めの経

営をするには、避けては通れない。攻めの経

営を進めていくなかで、企業は必ずリスクに

遭遇することになるからである。

積極的にリスクを認識して対策を講じてい

ける企業でなければ、攻め続けることはでき

ない。その結果、結局は消え去る運命にある

と言っても過言ではあるまい。

リスク管理のフレームワーク

図 1に示したのは一般的な情報ガバナン

ス／リスク管理の概念図である。情報のビジ

ネス活用とリスク管理は車の両輪であり、片

方だけということはありえない。リスクマネ

ジメントなくしては、積極的なビジネスは、

単なる無謀にすぎないし、攻めのビジネスな

きリスクマネジメントは不毛である。

さて、このフレームワークでは、リスク管

理はさらに「コントロール」と「ファイナン

ス」に分かれる。コントロールとは、いかに

リスクを制御するかということであり、ファ

イナンスとは、金融的手段を用い

ていかにリスクをカバーするかと

いうことである。

コントロールは、さらに技術的

対策と非技術的対策に分かれる。

情報ベンダーの多くは「技術」を

「商品」として提供するため、ど

うしても提案がリスクコントロー

リスクマネジメントとフレームワークの
活用

ビジネスにはリスクがつきものである。このため、攻めの経営といっても、守りを固めるこ

とが重要であることに変わりはない。この、守りを固める方策として、リスクマネジメントフ

レームワークがある。本稿では、リスクマネジメントフレームワークの基本的な考え方と、そ

の重要性を紹介する。

特　集　［インフォメーションガバナンス（情報統治）］
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ルの技術的対策に偏りがちだが、

教育などの非技術的対策や、保険

をかけたほうが安いようなものに

関して、そこまでの技術的対策を

するのはもちろん得策ではない。

コストパフォーマンスを考えた、

両者のバランスが重要である。

図 2は、一般的な形で、リスク

マネジメントをプロセスに落とし

込んだものである。

まず行われるのは、リスクの洗い出しと分

析である。リスクは、強度（リスク発生時、

どれだけ深刻な事態を引き起こすか）、頻度

（リスクはどれだけの可能性で発生するもの

か）といった評価抜きでは適切な方策を打ち

出すことはできないから、強度、頻度を 2軸

としたリスクマトリックスにマッピングし

て、評価を行う必要がある。その上で、それ

ぞれのリスクに対して強度・頻度を減らすた

めに、どのようなリスク対策を講じるかが検

討されなくてはならない。

しかし、リスクはすべてが予見可能なもの

ではないから、いかにこうした手法でリスク

対策を講じようとも、カバーしきれないリス

クは残る。これらは、保有という選択肢をと

ることになり、引当金を積むなどの準備をす

ることになる。場合によっては、キャプティ

ブ保険を設定するといったことも考えられる

であろう。

このように、リスクマネジメントは、それ

を行うことによってリスクをなくすことが目

的ではない。どんなに対策を行おうと、リス

クは発生しうるという認識の下で行うもので

ある。重要なのは、経営者が残存リスクを認

識し、事故発生後の危機管理をあらかじめ考

えておくことである。具体的には、マニュア

ルの整備やリハーサルといったコンティンジ

ェンシープランの用意がこれにあたる。

まだまだ脆弱な日本企業のリスクマネジメント

世界のエクセレント企業で、リスクマネジ

メントを軽視しているところは皆無といって

よい。欧米企業の内部監査体制と比べれば、

日本企業のそれは、まだまだ脆弱であると言

わざるを得ない。

今後、日本の企業がグローバル化する経済

のなかで生き残っていくには、リスクマネジ

メントの重要性を再認識し、フレームワーク

と体制という抜本的なところから再構築して

いくことが求められるだろう。 ■
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